
•調査のなりたち、どのように活用すると良いかが理

解できた。

•具体例を用いて説明されており、非常にわかりやす

かった。

• 全体的に資料の説明（グラフとか用語とか）が難しく感

じた。

～開催結果のご報告～

２入門セミナー
●開催日：2024年10月10日（木）

●会 場： TKP品川カンファレンスセンター

●講 師：（公社）国際経済労働研究所

専務理事 兼 統括研究員 八木隆一郎

SRC研修コース 

１．今回のセミナーへの期待は
大きかったですか？

２．ＯＮ･Ｉ･ＯＮ２の内容に
興味や関心をもたれましたか？

３．講師の話はわかりやすかった
ですか？

■アンケート集計

４．セミナー全体として
   満足されましたか？
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■感想コメント（気づき・ご意見など）

•労働組合としての役割について再認識できたと思い

ます。また、ソーシャルリアリティについては新た
な認識でした。

• 関与度を高める「運動」という意識を執行部がまず再
認識し、組合員へ浸透させたいと強く思う契機とな
りました。

• 労働組合「運動」と「活動」の話は、組合員にも聞い
てほしいと思えた。労組の存在意識、今後どうある
べきか考え直すきっかけとなった。

•従業員はお客様ではない、という言葉がすごい印象
に残りました。気づきが多いセミナーで良かった。

• 新しい目線での話を分かりやすくしていただき、質問も
できたため理解が深まった。

• 労働組合の現状を捉えた上で調査、アンケートをどう
活かすかのヒントを得たと思う。

•運動の目的と活動の目的がはっきりと分かった。

•具体的な取り組み例を聞くことができ大変参考にな

りました。

この度は「ＯＮ・Ｉ・ＯＮ２入門セミナー」にご参加いただき、誠にありがとうございました。

セミナー終了後、参加者の皆様にご回答いただいたアンケートをまとめましたので、開催結果としてご報告いたします。

（出席者数：20名  回答者数：20名）

他にも多くのご意見をいただきました。
ありがとうございました。

【事務局より】 今回のセミナーは、8組織20名の方にご参加い
ただきました。講師の問いかけから、あらためて自組織の現状
や、運動の意味を考えるきっかけになったのではないでしょうか。
最後の質疑応答の時間では、やや専門的なグラフの見方など、
ご質問いただいたことで、質問者以外の方々の理解も進んだよ
うで良かったです。11月はオンラインで同様のセミナーを開催し
ます。まだ受講されていない役員の方々や、友好労組の皆様
にぜひお勧めいただけると幸いです。

https://www.secure-cloud.jp/sf/business/1639728186bDoRajIK申込フォーム

11月 まだ申込み可能です！

11/6（水） ON・I・ON2入門セミナー

11/14（木）SRCのための調査活用セミナー

申込QRコード

当日の様子
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